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冒
頭
あ
い
さ
つ
で
丸
子
会

長
は「
人
口
減
少
社
会
が
急
激

に
進
行
す
る
中
で
、
過
密
に

よ
り
多
く
の
地
方
の
豊
か
な

生
活
環
境
が
失
わ
れ
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
地
域
が
メ
リ
ッ
ト

を
享
受
で
き
る
多
極
分
散
型

社
会
を
確
立
し
て
い
く
べ
き
」

と
訴
え
、
現
下
の
厳
し
い
経

済・社
会
状
況
に
伴
う
諸
課
題

に
対
応
し
つ
つ
、８
１
５
市
区

が
一
緒
に
な
り
「
日
本
一
丸
」

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

そ
の
後
、各
委
員
会
の
委
員

長
が
令
和
7
年
度
の
活
動
方

針
に
つ
い
て
報
告
し
、こ
れ
を

了
承
し
た
（
3
～
4
面
）。

本
会
の
北
海

道
部
会
長
市
の

江
別
市
及
び
東

北
部
会
長
市
の

秋
田
市
で
議
長

交
代
が
あ
り
、

役
員
に
欠
員
が

生
じ
た
た
め
、

役
員
補
欠
選
任

を
行
っ
た
。

後
任
に
は
、
北
海
道
部

会
長
に
野
村
尚
志
江
別
市

議
会
議
長
、
東
北
部
会
長

川口東北部会長
（秋田市）

野村北海道部会長
（江別市）

に
川
口
雅
丈
秋
田
市
議
会
議

長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

役 員 補 欠 選 任
北海道・東北部会長北海道・東北部会長

本
会
活
動

本
会
活
動  

本
格
始
動
へ

本
格
始
動
へ

厚生年金への地方議会議員の
加入を求める意見書等の可決状況
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382市区
（46.9％）

R5.10.31

397市区
（48.7％）

R6.1.12

422市区
（51.8％）

R6.3.29

448市区
（55.0％）

R6.6.28

491市区
（60.2％）

R6.10.31

525市区
（64.4％）

R7.1.14

545市区
（66.9％）

R7.3.31

（令和7年6月27日現在）
553市区（67.9％）

■ 都道府県議会
33道府県（70.2％）

■ 町村議会
706町村（76.2％）

本会に報告があった意見書等の集計
会
議
で
は
、
厚
生
年
金
へ

の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
を

求
め
る
意
見
書
等
の
可
決
状

況
や
国
政
に
お
け
る
制
度
化

に
向
け
た
近
況
な
ど
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
し
た
。

ま
ず
、
意
見
書
等
の
可

決
状
況
で
は
、
定
期
総
会
時

に
お
け
る
報
告
（
3
月
31
日

現
在
）
か
ら
、
さ
ら
に
8
市

増
加
し
、
6
月
27
日
現
在
で

全
市
区
の
67
・
9
％
に
当
た

る
５
５
３
市
区
議
会
に
上
り
、

採
択
率
は
全
市
区
の
7
割
に

近
づ
い
て
き
て
い
る（
左
掲
）。

一
方
、
去
る
４
月
15
日
に

開
か
れ
た
自
民
党
総
務
部

会・地
方
行
政
調
査
会・地
方

議
会
の
課
題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ

合
同
会
議
に
坊
恭
寿
前
会
長

（
神
戸
市
会
議
長・当
時
）
が

出
席
し
、
こ
の
2
年
間
で
意

見
書
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
を
報
告
。
そ
の
上
で
、
都

道
府
県
及
び
町
村
議
長
会
と

と
も
に
厚
生
年
金
へ
の
加
入

実
現
に
つ
い
て
要
請
し
た
と

こ
ろ
、
同
党
Ｐ
Ｔ
で
「
厚
生

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
員

の
加
入
を
巡
る
動
き

年
金
へ
の
加
入
を
含
め
た
地

方
議
会
議
員
の
処
遇
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
同
党
新
地
方
創

生
本
部
が
取
り
ま
と
め
た

「
地
方
創
生
2.0
の
起
動
に
向

け
た
提
言

」
に
お
い
て
、

「
若
者
・
女
性
の
議
員
を
増

や
す
た
め
の
対
策
や
議
員
報

酬
・
社
会
保
障
の
在
り
方
や

慣
習
の
見
直
し
を
進
め
、
議

員
の
な
り
手
不
足
を
解
消
し

つ
つ
、
地
方
創
生
を
担
う
市

町
村
議
会
を
機
能
強
化
す

る
」
と
の
文
言
が
盛
り
込
ま

れ
る
な
ど
、
制
度
化
に
向
け

た
同
党
の
近
況
に
つ
い
て
報

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
＝
丸
子
善
弘
山
形
市
議
会
議
長
）
は
７
月
1
日
、東
京・砂
防

会
館
別
館
で
第
２
４
1
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
翌
２
日
に
は
、正
副
会
長
が
政
府・与
党
関

係
国
会
議
員
へ
の
要
望
を
展
開
す
る
な
ど
、
令
和
７
年
度
の
本
会
活
動
が
本
格
始
動
し
た
。

告
し
た
。

丸
子
会
長
は
、
理
事
会
の

席
上
、
先
の
通
常
国
会
で
厚

生
年
金
の
さ
ら
な
る
適
用
拡

大
等
を
内
容
と
す
る
年
金
制

度
改
正
法
が
成
立
し
た
こ
と

や
自
民
党
で
の
動
き
に
つ
い

て
触
れ
、「
厚
生
年
金
へ
の
加

入
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

や
国
会
議
員
へ
の
要
請
を
行

う
こ
と
は
、
時
宜
に
か
な
っ

た
も
の
で
あ
る
」
と
の
考
え

を
示
し
、出
席
者
に
対
し
、意

見
書
未
採
択
市
区
議
会
に
向

け
た
働
き
か
け
や
都
道
府
県

内
の
各
議
長
に
対
し
て
地
元

選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
を

行
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

丸子会長
（山形市） 厚

生
年
金
加
入
意
見
書 

採
択
率
7
割
に
近
づ
く

第第241241回回
理 事 会理 事 会

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
https://www.jimin.jp/news/policy/210666.html
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インフラの老朽化にどう対応するか

令
和
七
年
七
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）第
五
十
六
巻
第
二
号

発
行
所
　株
式
会
社
中
央
文
化
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　定
価
９
５
６
円
︵
消
費
税
・
送
料
込
︶

令和７年７月 1日発行（毎月 1回 1日発行） 第56巻第2号

����

7

深刻な獣害被害へどう対処するか

持続可能なインフラメンテナンスの
実現に向けて

特集

巻頭言　冨山和彦

／岩井　聖

攻めのインフラマネジメントへの転換を
／植野芳彦

■

愛知県豊田市／大阪府貝塚市等泉州地域５市町
／奈良県田原本町／北海道木古内町・知内町

現地報告■

インフラへのデジタル技術活用の最前線

／千田和也・宮本弘光
インフラDXの共通基盤構築へ

月
刊
　地
方
議
会
人

７
月
号

特
集
　 

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
ど
う
対
応
す
る
か 

2025

　
　中
央
文
化
社

ご購入に際しての
「お申し込み」

「月刊 地方議会人」２５
年度デジタルブックサ
ンプル号が読めます！

「月刊 地方議会人」サ
ンプル号ではデジタルブッ
クで地方議会議員・議会
事務局の方々に好評の
特集、現地報告、連載の
一部を「無料」で読むこと
ができます！  クリック

▶

※お電話やＦＡＸでのお申し込
みも受け付けております。

こちらをクリックし、中央
文化社のホームページよ
りお申し込みください。

特　集
インフラの老朽化にどう対応するか

巻頭言　地方自治に思う
水先案内人は市区町村
インフラメンテナンスの最前線から変革を
日本共創プラットフォーム代表取締役会長
インフラメンテナンス国民会議会長
 冨 山 和 彦 

■ 特集
▶ 持続可能なインフラメンテナンスの実

現に向けて
 国土交通省総合政策局公共事業企画調整課 アセット

マネジメント企画調整官 岩 井 　 聖
▶ 攻めのインフラマネジメントへの転

換を
一般社団法人国際建造物保全技術協会理事長
富山市政策アドバイザー 植 野 芳 彦

▶ インフラへのデジタル技術活用の最前線　
インフラDX の共通基盤構築へ

 NEDO半導体・情報インフラ部デジタルプラット
フォームチーム長 千 田 和 也

 NEDO半導体・情報インフラ部デジタルプラット
フォームチーム主査 宮 本 弘 光

■ 現地報告
▶ 愛知県豊田市／衛星データとAIで広がる

インフラメンテナンスの時間軸と広域性　
宇宙から地域インフラを見守る時代へ
天地人取締役副社長CSTO 百 束  泰 俊

▶ 大阪府貝塚市等泉州地域5市町／広域連携によ
る公共施設・インフラマネジメントの取組み
大阪府貝塚市総合政策部公共施設マネ
ジメント室長 七 野　　司

▶ 奈良県田原本町／道路ストック包括管理への挑戦
奈良県田原本町産業建設部部長
 田 邉  義 巳

▶ 北海道木古内町・知内町／小規模水道事
業の広域連携と官民連携
北海道木古内町建設水道課上下水道室長 

岩 本  則 明
■ 特別寄稿 新しい地方経済・生活環境

創生交付金(第2世代交付金)について
　 内閣官房 新しい地方経済・生活環境創生

本部事務局

お問合せ
TEL 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867
https://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

丸
子
善
弘
会
長

（
山
形
市
議
会
議

長
）
を
は
じ
め
本

会
正
副
会
長
は
7

月
2
日
、
今
井
絵

理
子
内
閣
府
大
臣

政
務
官
、
古
川
直

季
総
務
大
臣
政
務

官
に
対
し
て
要
望

活
動
を
行
っ
た
。

政府・与党関係国会議員へ要望政府・与党関係国会議員へ要望

正副会長正副会長

古川総務大臣政務官（右から4人目）に要望

今井内閣府大臣政務官（右から4人目）に要望

理
事
会
で
は
、「
学
習
指

導
要
領
に
『
学
校
と
議
会
が

連
携
し
た
主
権
者
教
育
の
推

進
』
に
つ
い
て
明
記
を
求
め

る
決
議
（
素
案
）」
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

同
決
議
（
素
案
）
は
、
議

会
や
議
員
が
教
育
機
関
と
連

携
・
協
力
し
て
主
権
者
教
育

に
積
極
的
に
参
画
で
き
る
環

境
を
整
備
し
、
主
権
者
教
育

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
10

年
に
一
度
見
直
さ
れ
る
、
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け

て
決
定
す
る
も
の
。

今
後
、
本
会
を
は
じ
め
三

議
長
会
で
は
、今
回
の
素
案
を

ベ
ー
ス
に
中
央
教
育
審
議
会

の
部
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え

て
決
議
案
を
作
成
し
、11
月
開

催
の
理
事
会・評
議
員
会
合
同

会
議
で
協
議
の
上
、要
望
活
動

を
行
う
こ
と
を
了
承
し
た
。

〔
要
望
参
加
者
〕（
敬
称
略
）

【
会
長
】
丸
子
善
弘
（
山
形

市
議
長
）

【
副
会
長
】　
尾
形
昌
彦
（
鶴

岡
市
議
長
）、
池
田
和
幸
（
長

岡
市
議
長
）、
齊
藤
誠
之
（
那

須
塩
原
市
議
長
）、
小
南
い
ち

お
（
大
東
市
議
長
）、
山
下
節

子
（
宇
部
市
議
長
）、
田
島
寛

信
（
大
分
市
議
長
）

学
習
指
導
要
領
へ

決
議
素
案

主
権
者
教
育
明
記
求
め
る

な
ど
、
引
き
続
き
の
協
力
を

求
め
た
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
来

る
８
月
27
～
28
日
に
札
幌
市

で
開
催
す
る
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
日
程
等
の
ほ
か
、
地
域

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
創
造
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

当
日
は
、総
務
省
地
域
力
創

造
グ
ル
ー
プ
の
橋
本
憲
次
郎

地
域
政
策
課
長
が「
地
域
力
創

造
の
取
組
に
つ
い
て
」、
内
閣

官
房「
昭
和
１
０
０
年
」関
連

施
策
推
進
室
の
橋
本
泰
宏
室

長
が
「『
昭
和
１
０
０
年
』
関

連
施
策
に
つ
い
て
」と
題
し
て

そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/
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少
子
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
我
が
国
の
出
生
数
が

過
去
最
少
を
更
新
す
る

中
、
政
府
の
政
策
強
化
の

流
れ
を
捉
え
、
子
ど
も
・

子
育
て
施
策
の
充
実
等
を

求
め
る
ほ
か
、
児
童
虐
待

防
止
や
子
ど
も
の
貧
困
対

策
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
医
療
は
、

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
へ

の
対
応
な
ど
、
厳
し
い
状

地
方
財
政
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

委
員
長 

松
本 

孔 

宇
和
島
市
議
長

況
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

医
師
確
保
対
策
を
は
じ
め
、

自
治
体
病
院
の
経
営
安
定
に

向
け
た
支
援
等
を
要
望
し
て

い
く
。

文
教
施
策
に
つ
い
て
は
、

教
育
の
質
の
確
保
・
向
上
の

た
め
、
教
職
員
の
人
材
確
保

や
働
き
方
改
革
、
い
じ
め
防

止
・
不
登
校
対
策
な
ど
を
求

め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
や

保
健
衛
生
、
環
境
保
全
等
に

係
る
施
策
に
つ
い
て
も
要
望

し
て
い
く
。

地
方
財
政
は
、
地
方
創

生
の
実
現
、
福
祉
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、防
災・

減
災
対
策
や
こ
ど
も
・
子

育
て
政
策
の
強
化
な
ど
行

政
需
要
が
増
加
の
一
途
に

あ
る
一
方
、
巨
額
の
財
源

不
足
が
生
じ
る
厳
し
い
状

況
に
あ
る
た
め
、
令
和
８

年
度
地
方
財
政
対
策
に
向

け
て
地
方
税
・
地
方
交
付

税
等
の
一
般
財
源
総
額
の

確
保
・
充
実
を
強
く
求
め
て

い
く
。

ま
た
、
地
方
税
制
の
拡
充

強
化
、
税
収
が
安
定
的
な
地

方
税
体
系
の
構
築
の
ほ
か
、

令
和
８
年
度
税
制
改
正
で
結

論
を
得
る
と
さ
れ
て
い
る
自

動
車
関
係
諸
税
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫

定
税
率
廃
止
の
代
替
税
財
源

の
確
保
を
含
め
て
、
地
方
税

財
源
の
安
定
的
確
保
を
求
め

る
と
と
も
に
、
防
災
・
減
災

対
策
に
つ
い
て
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
の
制
度
恒

久
化
等
を
要
望
し
て
い
く
。

委
員
長 

松
井 

正
志 

豊
岡
市
議
長

本
委
員
会
の
主
要
な
要

望
項
目
の
「
多
様
な
人
材

の
市
議
会
へ
の
参
画
促

進
」
に
関
し
て
は
、
自
民

党
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
厚
生
年
金
へ
の
加
入

を
含
め
た
地
方
議
会
議
員

の
処
遇
に
つ
い
て
、
本
格

的
に
検
討
さ
れ
る
運
び
で
、

本
委
員
会
で
も
定
期
総
会

で
採
択
さ
れ
た
決
議
に
基

づ
き
主
権
者
教
育
の
推
進

地
方
行
政
委
員
会

委
員
長 

薄
井 

宏
安 

や
立
候
補
・
議
員
活
動
の
た

め
の
労
働
法
制
の
見
直
し
、

厚
生
年
金
へ
の
加
入
等
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
く
。

地
方
創
生
に
つ
い
て
も
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
反
省
を
踏

ま
え
、
今
後
10
年
間
集
中
的

に
取
り
組
む
方
向
性
と
な
る

「
地
方
創
生
2.0
」の
基
本
構
想

が
先
日
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

本
委
員
会
で
は
引
き
続

き
、
地
方
分
権
改
革
や
地
方

創
生
の
推
進
の
ほ
か
地
方
議

会
の
権
能
強
化
や
消
防
防
災

体
制
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て

も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

各委員会活動方針各委員会活動方針第2４1回理事会第2４1回理事会

ひ
た
ち
な
か

市
議
長

議
会
人
事

6
月
18
日
報
告
分
ま
で
掲
載

▼
議
長

▽
富
里	

鈴
木
英
吉（
6・2
）

▽
狭
山	

内
藤
光
雄（
6・6
）

▽
都
留	

奥
秋　
保（
6・11
）

▽
加
須	

関
口
孝
夫（
6・11
）

▽
さ
い
た
ま

	

伊
藤　
仕（
6・12
）

▽
和
歌
山	

芝
本
和
己（
6・12
）

▽
高
知	

清
水
お
さ
む（
6・12
）

▽
福
井	

田
中
義
乃（
6・16
）

▽
尾
道	

福
原
謙
二（
6・16
）

▽
吉
野
川	

岸
田
益
雄（
6・16
）

▽
福
岡	

平
畑
雅
博（
6・18
）

▼
副
議
長

▽
富
里	

高
橋
益
枝（
6・2
）

▽
狭
山	

金
子
広
和（
6・6
）

▽
都
留	

谷
垣
喜
一（
6・11
）

▽
加
須	

山
下
雄
希（
6・11
）

▽
さ
い
た
ま

	

谷
中
信
人（
6・12
）

▽
和
歌
山	

西
風
章
世（
6・12
）

▽
高
知	

氏
原
嗣
志（
6・12
）

▽
福
井	

堀
川
秀
樹（
6・16
）

▽
吉
野
川	

菊
川
充
憲（
6・16
）

▽
旭
川	

高
見
一
典（
6・17
）

▽
名
古
屋

	

さ
わ
だ
晃
一（
6・17
）

▽
福
岡	

尾
花
康
広（
6・18
）

▽
尾
道	

大
本
和
英（
6・25
）

▼
事
務
局
長

▽
吉
野
川	

藤
岡
茂
樹（
4・1
）



令和 7年 7月 5日号（4）第 2304・5号 全 国 市 議 会 旬 報

我
が
国
で
は
、
平
成
以

降
、
大
規
模
地
震
が
相
次

い
で
発
生
し
、
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
一
方
、
今
後
30
年

以
内
に
首
都
直
下
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
高
い

確
率
で
の
発
生
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
全
国
各
地
で

大
規
模
地
震
の
発
生
は
切

迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で

は
各
種
の
法
制
や
予
算
措

産
業
経
済
委
員
会

委
員
長 

山
居 

忠
彰 

士
別
市
議
長

建
設
運
輸
委
員
会

委
員
長 

渡
邉 

雄
三 

燕
市
議
長

大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
長 

永
山 

宏
恵 

い
わ
き
市
議
長

置
等
に
よ
り
地
震
・
津
波
対

策
の
総
合
的
な
取
組
を
進
め

て
お
り
、
自
治
体
で
も
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
対
策
の
強

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
対
策
に
加
え
、
防
災
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
住
民
主
体

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
等
の
取
組
が
不
可
欠
で
あ

る
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
本
委
員
会
で
は
、
大
規

模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち

づ
く
り
の
調
査
研
究
を
行

い
、
国
等
に
対
す
る
要
望
・

提
言
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
は
、
食
料

自
給
体
制
等
の
維
持
・
向

上
に
不
可
欠
で
あ
り
、
地

域
活
性
化
の
要
で
あ
る
。

そ
の
持
続
的
か
つ
健
全
な

発
展
の
た
め
、
担
い
手
の

育
成
な
ど
諸
課
題
解
決
へ

の
対
策
を
求
め
て
い
く
。

加
え
て
、
生
産
者
と
消

費
者
、
双
方
の
た
め
の
農

林
水
産
物
の
価
格
構
築
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

中
小
企
業
振
興
対
策
で

は
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
、
人
件
費
の
高
騰
等
に

よ
る
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、

一
層
の
支
援
を
求
め
る
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
米
国
の

関
税
措
置
に
つ
い
て
き
め
細

か
な
支
援
策
を
求
め
て
い
く
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

で
は
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
組

推
進
の
た
め
、
積
極
的
な
財

政
措
置
や
情
報
提
供
な
ど
の

支
援
を
求
め
て
い
く
。

自
然
災
害
対
策
で
は
、

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め

と
す
る
地
震
災
害
、
集
中

豪
雨
や
台
風
な
ど
、
近
年
、

様
々
な
災
害
が
頻
発
し
て

お
り
、
全
国
各
地
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
然
災
害
対

策
の
更
な
る
充
実
強
化
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

各
種
交
通
基
盤
に
つ
い

て
は
、
道
路
や
新
幹
線
、
空

港
、
港
湾
の
整
備
促
進
の
ほ

か
、
地
域
公
共
交
通
の
確

保・維
持
を
要
望
し
て
い
く
。

都
市
基
盤
に
つ
い
て
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ

れ
た
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
、
上

下
水
道
な
ど
、
特
に
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を

強
力
に
推
進
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
く
。

観
光
分
野
で
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
や

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

な
ど
に
つ
い
て
求
め
て
い
く
。

5
月
27
日
に
今
年
度
第

１
回
目
の
国
と
地
方
の
協

議
の
場
が
開
催
さ
れ
、
骨

太
の
方
針
の
策
定
等
及
び

地
方
創
生
2.0
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

本
会
は
、
一
般
財
源
総

額
の
増
額
確
保
、
ガ
ソ
リ

ン
の
暫
定
税
率
廃
止
後

の
代
替
税
財
源
の
確
保
、

１
０
３
万
円
の
壁
の
更
な

る
見
直
し
に
当
た
っ
て
の

配
意
、
地
方
の
意
見
を
反

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会

映
し
た
地
方
創
生
2.0
基
本
構

想
策
定
、
主
権
者
教
育
の
一

層
の
推
進
、
厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入
な

ど
、
議
員
の
処
遇
改
善
を
求

め
た
。

主
な
活
動
方
針
と
し
て
は
、

地
方
創
生
の
推
進
を
は
じ
め
、

地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

地
方
税
財
政
の
充
実
強
化
、

地
方
議
会
に
関
す
る
主
権
者

教
育
の
一
層
の
推
進
等
を
国

と
地
方
の
協
議
の
場
を
通
じ

て
強
く
求
め
て
い
く
。

委
員
長 

大
石 

浩
文 

熊
本
市
議
長
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生
担
当
大
臣
は
、「
新
た
な
考

え
の
も
と
で
、
力
強
く
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
の
意
向
を

示
し
た
。

続
い
て
、
地

方
六
団
体
を
代

表
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
村
井
嘉

浩
全
国
知
事
会

会
長
（
宮
城
県

知
事
）
は
、地
方

創
生
2.0
に
つ
い

て
、
我
が
国
の

活
力
を
取
り
戻

し
、
人
々
の
多

様
な
幸
せ
を
実

現
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
安
心

し
て
働
き
、
暮

ら
せ
る
地
方
の

生
活
環
境
の
創

多
極
分
散
型
社
会
の
確
立

多
極
分
散
型
社
会
の
確
立

現
在
、
我
が
国
は
人
口
減

少
社
会
が
急
激
に
進
行
す
る

中
で
、
東
京
一
極
集
中
に
よ

る
過
密・過
疎
に
よ
っ
て
、東

京
と
地
方
双
方
の
豊
か
な
生

活
環
境
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

地
方
創
生
を
成
し
遂
げ
る

地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会

地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会

地
方
側

地
方
側

た
め
に
は
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
、
そ
の
地
域
の
魅
力

を
享
受
し
な
が
ら
豊
か
に
暮

ら
せ
る
日
本
を
作
っ
て
い
く

べ
き
で
、
多
極
分
散
型
社
会

の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

多
極
分
散
型
社
会
の
確
立

に
当
た
っ
て
は
、
持
続
可
能

な
都
市
圏
を
形
成
し
、
圏
域

の
産
業
や
医
療・教
育
、公
共

交
通
な
ど
の
都
市
機
能
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
は
自
治
体
の
広
域

連
携
が
重
要
に
な
る
た
め
、

持
続
可
能
な
都
市
圏
の
形
成
、

更
に
は
多
極
分
散
型
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
更
な
る
財

政
支
援
を
求
め
る
。

若
者
や
女
性
の
大
都
市
圏

へ
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を

か
け
て
、
地
方
へ
の
人
の
流

れ
を
生
み
出
す
た
め
、
実
効

性
あ
る
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

厚
生
年
金
へ
の

厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入

地
方
議
会
議
員
の
加
入

人
口
減
少
に
よ
る
地
方
の

衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
議

会
と
執
行
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
地
方
創
生
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
地
方
議
会
を

活
性
化
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
。
地
方
議
会
議
員
が
厚

生
年
金
に
加
入
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
会
社
員
等
が
議

員
に
転
身
し
て
も
切
れ
目
な

く
厚
生
年
金
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
、
家
族
の
将

来
や
老
後
の
生
活
を
心
配
す

る
こ
と
な
く
議
員
に
立
候
補

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
民
党
で
は
「
地
方
議
会

議
員
の
処
遇
」
に
つ
い
て
の

検
討
を
進
め
る
と
伺
っ
て
い

る
の
で
、
政
府
と
し
て
も
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
る
。

丸
子
善
弘
会
長
（
山
形
市

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
地
方

六
団
体
の
代
表
者
は
６
月
24

日
、
政
府
の
地
方
創
生
に
関

す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見

交
換
会
に
出
席
し
、
去
る
6

月
13
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
地
方
創
生
2.0
基
本
構
想
」

を
議
題
と
し
て
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

同
基
本
構
想
は
、
目
指
す

姿
と
し
て
「
強
い
」
経
済
と

「
豊
か
な
」生
活
環
境
の
基
盤

に
支
え
ら
れ
る
多
様
性
の
好

循
環
が
「
新
し
い
日
本・楽
し

い
日
本
」
を
創
る
こ
と
を
掲

げ
、
そ
の
姿
に
つ
い
て
14
の

目
標
を
立
て
て
定
量
的
に
提

示
さ
れ
て
い
る（
左
に
概
要
）。

冒
頭
、
伊
東
良
孝
地
方
創

丸
子
会
長
は
、
山
形
連
携

中
枢
都
市
圏
の
取
組
を
例
と

し
て
挙
げ
な
が
ら
「
多
極
分

散
型
社
会
の
確
立
」及
び「
厚

生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員

の
加
入
」
の
2
項
目
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
た
。

生
、付
加
価
値
創
出
型
の
地
方

経
済
の
創
生
、
人
や
企
業
の

地
方
分
散
な
ど
、「
強
く
」「
豊

か
」
で
、「
新
し
い・楽
し
い
」

地
方
の
実
現
に
向
け
た
前
向

き
な
政
策
が
掲
げ
ら
れ
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

観
点
を
踏
ま
え
た
全
国
的
な

子
育
て
支
援
の
在
り
方
の
検

討
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
高

く
評
価
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
内
閣
官
房
新
し

い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
本
部
の
海
老
原
諭
事
務
局

長
が
「
地
方
創
生
2.0
基
本
構

想
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
地

方
六
団
体
の
各
代
表
か
ら
意

見
を
述
べ
た
。

多
極
分
散
型
社
会
の
確
立

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
員
加
入
求
め
る

丸子会長

丸子会長
（山形市）

伊東地方創生
担当大臣

【地方創生をめぐる現状認識】
1. 人口・東京一極集中の状況 2. 地域経済の状況
3. 地方創生をめぐる社会情勢の変化 4.これまでの地方創生 10 年の成果と反省
〇厳しさ
・地方の人手不足の一層の進行
・若者や女性の地方離れ など
〇追い風
・インバウンドの増加
・リモートワークの普及
・AI・デジタルなどの急速な進化・発展 など

〇成果
・人口減少問題への対処開始、地方移住

への関心の高まり など
〇反省
·人口減少を受け止めた上での対応、若
者や女性の流出要因へのリーチ、国と地
方の役割の検討（人手不足と東京への
集中）、地域のステークホルダーが一体と
なった取組の不足 など

【地方創生 2.0 の起動】

目
指
す
姿
を
定
量
的
に
提
示

①「強い」経済 ②「豊かな」生活環境 ③「新しい日本・楽しい日本」
•自立的で持続的に成長す
る「稼げる」経済の創出
により、新たな人を呼び込
み、強い地方経済を創出

生きがいを持って働き、安
心して暮らし続けられる生
活環境を構築し、地方に新
たな魅力と活力を創出

•若者や女性にも選ばれる
地方、誰もが安心して暮ら
し続けられ、一人一人が幸
せを実感できる地方を創出

など 3 つの目標 など 5 つの目標 など 3 つの目標

など 3 つの目標

地域の買物環境の維
持・向上を図る市町村
の割合を10割に

就業者１人当たり年間
付加価値労働生産性
を東京圏と同水準に

関係人口を実人数1,000万人、
延べ人数1億人創出

AIやデジタルを活用し、地域課題の
解決を図る市町村の割合を10割に

魅力的な環境整備に
より、地方への若者
の流れを2倍に

１．目指す姿 「強い」経済と「豊かな」生活環境の基盤に支えられる多様性
の好循環が「新しい日本・楽しい日本」を創る＝

「地方創生2.0基本構想」(概要) 会議資料より 

地
方
創
生
2.0 

「
高
く
評
価
」

基
構
本
想

https://www.chisou.go.jp/sousei/policy_index.html


令和 7年 7月 5日号（6）第 2304・5号 全 国 市 議 会 旬 報

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
23
万
８
１
８
２
人

（
令
和
７
年
６
月
１
日
現
在
）

▽
面
積　
３
８
１・58
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
山
形
城
主

最
上
義
光
が
関
ヶ
原
の
戦
い

で
東
軍
へ
加
担
し
、
57
万
石

の
領
地
を
認
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
城
下
町
と
し
て
発
展
す

る
。
江
戸
中
期
以
降
は
全
国

随
一
の
紅
花
の
産
地
と
し
て

繁
栄
し
、
明
治
22
年
４
月
１

日
に
は
日
本
で
最
初
に
市
制

が
施
行
さ
れ
た
31
市
の
う
ち

の
１
市
と
し
て
市
制
を
施
行
、

平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
中

核
市
へ
移
行
し
た
。
現
在
は

「
健
康
医
療
先
進
都
市
」

「
文
化
創
造
都
市
」の
２
大

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
山
形

市
が
持
つ
強
み
を
活
か
し

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
中
の
３
線

は
、
自
由
、
平
等
、
友
愛
、

外
円
は
団
結
、
下
の
鋭
角

は
固
い
意
志
を
意
味
し
、

こ
れ
ら
を
山
の
字
で
表
現

し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

33
人
（
現

在・男
性
28
人
、
女
性
５
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
23
日
。立
候
補
者
39
人
。投

票
率
45・82
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
令
和

６
年
９
月
に
議
会
改
革
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
実
施
や
議
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
６

月
定
例
会
で
は
、
大
規
模
災

害
発
生
時
な
ど
に
加
え
て
、

育
児
・
介
護
そ
の
他
の
や
む

を
得
な
い
事
由
等
の
場
合
で

山
形
市
は
、
東
に
樹
氷
と

ス
キ
ー
で
有
名
な
山
形
蔵
王

を
含
む
奥
羽
山
脈
、
西
に
は

名
峰
・
月
山
を
望
む
山
形
盆

地
に
位
置
し
、
か
つ
て
は
出

羽
三
山
へ
の
参
詣
の
宿
場
と

し
て
も
栄
え
、
松
尾
芭
蕉
が

名
句
を
詠
ん
だ
山
寺
、
最
上

川
か
ら
船
運
で
京
に
届
け
た

特
産
品・紅
花
な
ど
、歴
史
と

文
化
の
薫
り
高
い
中
核
市
で

す
。
ま
た
、
盆
地
特
有
の
寒

暖
の
差
が
、
果
樹
な
ど
の
農

産
物
や
、
そ
ば
、
地
酒
な
ど

の
お
い
し
い
恵
み
を
も
た
ら

す
食
文
化
も
魅
力
の
ま
ち
で

す
。
近
年
は
国
の
家
計
調
査

で
直
近
12
年
の
う
ち
11
回
消

費
額
日
本
一
と
な
っ
た
ラ
ー

メ
ン
の
聖
地・山
形
市
へ
、ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

山形市の礎を築いた「最上義光公」
（写真提供＝山形市）

山

形

市

会
長
市
紹
介

第1回第 1回

丸子善弘 議長

今
後
の
活
動
方
針
了
承

第
30
回
国
と
地
方
特
別
委

大石委員長（熊本市）

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会（
委
員

長
＝
大
石
浩
文
熊
本
市
議
会

議
長
）
は
７
月
１
日
、
東
京・

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第

30
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
大
石
委
員
長
か

ら
「
人
口
減
少
社
会
の
中
に

あ
っ
て
、
地
方
創
生
を
実
現

し
住
民
生
活
の
安
全
と
安
心

を
確
保
す
る
役
割
を
主
体
的

に
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

令和8年度予算編成に向けた今後の活動方針令和8年度予算編成に向けた今後の活動方針
１　地方税財政対策

税源の偏在性が小さく税収が安定的
な地方税体系の構築（特に、自動車関
係諸税の税財源の安定的な確保、個人
住民税に政策的な税額控除を導入しな
いこと）

地方交付税等の一般財源総額の確保・
充実

２　地方創生に向けた取組
地方の衰退と東京一極集中を是正し、

多極分散型社会の確立に向けた実効性
のある施策を展開するとともに、関係
予算を安定的に確保すること

３　地方議会制度の充実
議会に対する住民の理解と関心を深

める主権者教育を一層推進すること
厚生年金への地方議会議員の加入な

ど議員の処遇改善

地
方
税
源
の
充
実
と
地
方
一

般
財
源
総
額
の
確
保
が
必

要
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

会
議
で
は
、
丸
子
善
弘
会

長
（
山
形
市
議
会
議
長
）
が

昨
年
12
月
以
降
の
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
な
ど
に
お

け
る
本
会
の
発
言
内
容
を
報

告
し
た
。

地
方
税
財
政
に
つ
い
て
、

一
般
財
源
総
額
の
増
額
確
保
、

ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
廃
止

後
の
代
替
税
財
源
の
確
保
や

１
０
３
万
円
の
壁
の
更
な
る

見
直
し
に
当
た
っ
て
の
配
意

を
求
め
た
ほ
か
、
地
方
創
生

2.0
、
活
力
あ
る
地
方
議
会
の

創
出
、
物
価
高
騰
と
日
米
関

税
交
渉
、防
災・減
災
及
び
復

旧
・
復
興
対
策
に
つ
い
て
要

望
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

続
い
て
、
令
和
８
年
度
予

算
編
成
に
向
け
た
今
後
の
活

動
方
針
と
し
て
▽
地
方
税
財

政
対
策
▽
地
方
創
生
に
向
け

た
取
組
▽
地
方
議
会
制
度
の

充
実
―
の
３
点
へ
の
対
応
を

説
明
し
た
（
上
表
掲
）。

特別委員会の模様

も
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
等
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
会
議
規

則
な
ど
の
改
正
を
行
っ
た
。

丸
子
会
長
報
告
　
国
と
地
方
の

協
議
の
場
等
の
動
向
等


